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第２章 計画策定に向けた考え方 
本計画では、「１ 本市の緑の課題」、「２ 緑を取り巻く社会状況」、「３ 関連する法制度の

改正」、「４ 市民による緑の評価」を踏まえ、目指すべき本市の緑の姿として「基本理念」を

定めます。また、実現に向けた基本的な考え方を「基本方針」に、実現に向けた取組として施

策の柱となる「基本施策」、具体的な取組の方針として「個別施策」を定めます。さらに、今

後の本市にとって重要となる取組を「重点戦略」として定めます。 

 

１ 本市の緑の課題 
（１）生物多様性を維持する緑 

① 本市に残された生物の繁殖や採餌、移動経路となる緑を生物生息地の骨格的な自然地とし

て効果的に保全していくことが必要です。 

② 湧水や湿地、自然林・自然草原など良好な自然地を保全することが必要です。 

③ 緑に触れ学ぶ機会や情報の充実が必要です。 

（２）ヒートアイランド現象を緩和する緑 
① 冷涼な空間（クールスポット）を形成する樹林地、河川、水田等の緑を保全していくこと

が必要です。 

② 市街地では、地表面温度を下げる緑化を進めることが必要です。 

（３）災害を緩和する緑 
① 土砂災害や洪水から市民生活を守る山林や農地、都市公園や社寺境内地等の緑地を保全す

ることが必要です。 

② 面的な治水対策として都市的土地利用における雨水浸透機能を改善する必要があります。 

③ 地震や風水害などの災害に備え、今後のまちづくりでは延焼遮断機能を有す緑を守るとと

もに、防災機能の強化を図る必要があります。 

（４）地域の景観をつくる緑 
① 本市の歴史文化を今日に伝える景観資源について、将来世代に引き継ぎ、魅力を発信して

いくことが必要です。 

② 巨木・古木、まち中の民有林等は、保全策を講じる必要があります。 

③ 美観向上と持続的な維持管理の両立を図る道路緑化の今後のあり方について検討する必

要があります。 

（５）レクリエーションの場となる緑 
【配置】 

① レクリエーションの場となる公園などの緑の充実と公園管理コストの削減の相対する課

題に対応する必要があります。 

② 身近な公園充足のニーズは高いが、公園分布の偏りや質的な問題により公園サービスが行

き届かない区域が存在します。 

③ レクリエーション空間として河川や社寺地などの地域の緑のストックが活用されていま

せん。 

【機能】 

① 健康維持の場、魅力的な休息の場など、市民ニーズに合わせた公園機能の配置を検討する

必要があります。 

② 民間活力や地域コミュニティの積極的な参画による持続的な公園経営が必要です。 

③ 利用度の低い公園、管理水準の低い公園を更新する必要があります。 

④ 市民による公園の維持運営活動を支援する必要があります。  
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２ 緑を取り巻く社会状況
３ 関連する法制度の改正

４ 市民による緑の評価
市民の評価や意見から本計画で踏まえる視点を、以下のとおり集約します。

多様な市民ニーズに

応える公園の充実

（配置と機能）

道路や川などの

公園以外の緑の

充実と活用

市民アンケート調査（令和 2（2020）年 2 月）
○将来残しておきたい緑：「大規模公園の緑」、「市街地やその周辺に

残る緑」、「水辺の緑」が上位

○市内公園緑地では、「近くの公園に満足」、「公園や緑地でレクリエ

ーションが楽しめる」、「さまざまな生き物が生息できる環境があ

る」の評価が低い

○集客力のある施設、遊具充実への要望

○優先すべき施策：上位から「街路や川沿いの緑化」、「総合公園など

大きなレクリエーション空間の充実」、「身近な公園のリニューア

ル」、「良好な自然環境の保全」、「山林の保全再生」の順

市 HP による市民意見提出（令和 2（2020）年 10 月）
○市の取組への賛同評価では、「子供の遊び場、健康維持の場、魅力

的な休息の場など、多様な市民ニーズに応える公園施設の充実」が

最も多く、次いで「公園における防災機能の強化」、「市のヒートア

イランド対策への対応促進」、「良好な自然環境の保全」の順となり

ました。

ふるさとの緑の保全

多面的機能を有する

森林や農地などの

自然環境の保全

３ 関連する法制度の改正
平成 29（2017）年の都市緑地法の改正

により、市区町村が策定する｢緑の基本計

画｣の記載事項が拡充（都市公園の管理の

方針を明確化、農地を緑地として政策に組

み込むこと）され、公園緑地政策全体の充

実を図ることが求められています。

都市公園の再⽣と活性化の推進
（都市公園法等の改正）

緑地や広場の創出

（都市緑地法の改正）

都市農地の保全と活用
（生産緑地法、都市計画法、

建築基準法の改正）

２ 緑を取り巻く社会状況
課 題 新たなステージに向けた対応

緑の持つ

多面的機能の

再認識と導入

国土の強靭化

緑を基調とした

美しい自然・文化的

景観の継承

ストックを活かした

まちづくり
人口減少や

少子高齢化の
進行

戦略的な

維持管理と更新

地球環境問題の

深刻化

自然災害

リスクの高まり

地域コミュニティ
の希薄化

地域づくりの
担い手不足

インフラの
老朽化と

財政制約の
深刻化

豊かな生活の
基盤である

水と緑・歴史
文化の劣化

次代を支える

人材の育成と

サポート

地域づくりにおける

多様な主体の

参加と連携




